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３
月
７
日
（
月
）、
門 

田
英
明
・
茜
先
生
を
講
師 

に
招
き
、「
味
噌
作
り
教 

室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
油
木
以
外
か 

ら
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、 

「
神
龍
味
噌
」
の
極
意
を 

教
わ
っ
た
り
、「
大
豆
」 

の
話
や
「
味
噌
と
納
豆 

菌
」
の
話
な
ど
、「
実
技
」 

以
外
で
も
勉
強
に
な
る
こ 

と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

今
回
作
っ
た
「
味
噌
」 

は
１０
月
頃
か
ら
食
べ
ら
れ 

る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

 

３
月
１５
日
（
水
）、
平
田 

サ
ヱ
子
先
生
を
講
師
に
招
き
、 

「
パ
ン
作
り
教
室
」
を
開
催 

し
ま
し
た
。 

 

本
来
は
１
月
開
催
予
定
で 

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
関 

係
で
３
月
に
延
期
と
な
っ
て 

し
ま
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、「
シ
フ
ォ
ン
ケ 

ー
キ
」「「
ス
イ
ー
ト
ド
ー
ナ 

ッ
ツ
」
の
２
品
目
を
作
り
ま 

し
た
。 

 
講
師
の
説
明
を
聞
き
な 

ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
調 

理
で
き
ま
し
た
。 

  

３
月
９
日
（
水
）、
若 

林
佐
都
子
先
生
を
講
師
に 

招
き
、「
大
人
の
ア
ー
ト 

ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
ま
し 

た
。 当

日
の
テ
ー
マ
は
「
春 

の
花
を
描
く
」
で
、
色
鉛 

筆
で
ガ
ー
ベ
ラ
の
花
を
描 

き
ま
し
た
。 

ガ
ー
ベ
ラ
は
花
び
ら
が 

多
く
、
模
写
す
る
の
も
難 

し
い
画
材
で
し
た
が
、
作 

品
は
講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス 

で
丁
寧
に
仕
上
が
り
ま
し 

た
。 

 

 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
の
影
響
で
、
１
～
３
月
期
も
予
定

さ
れ
て
い
た
教
室
等
の
多
く
が
中
止
・
延
期
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

令
和
４
年
度
は
普
通
の
生
活
が
戻
り
、
「
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
活
動
」
を
通
じ
て
、
住

民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
さ
ら
に
深
ま
れ
ば
良
い
で
す
ね
。 

  

 

ゆ
き
の
灯
り 

 

 

昨
年
１２
月
に
天
徳
寺
（
小
野
）
で
開
催
さ

れ
た
、「
堅
香
子
図
と
と
も
に
エ
ス
タ
シ
オ
ン

音
楽
鑑
賞
会
」
で
天
徳
寺
・
高
橋
住
職
ご
夫

妻
の
た
め
に
、
エ
ス
タ
シ
オ
ン
が
作
詞
・
作

曲
を
し
た
「
カ
タ
ク
リ
の
花
」
が
新
曲
と
し

て
堅
香
子
図
を
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
Ｃ
Ｄ
化
さ

れ
、
３
月
１１
日
に
配
信
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
開
催
時
に
高
橋
住
職
の
「
カ
タ

ク
リ
」
を
題
材
に
し
た
法
話
も
感
動
を
呼
び
、

法
話
を
元
に
し
て
「
安
稔
さ
ん
と
カ
タ
ク
リ

寺
」（
作
・
か
わ
は
ら
よ
う
こ
さ
ん
、
絵
・
か

わ
は
ら
な
な
か
さ
ん
）
と
い
う
絵
本
が
完
成

し
、
庄
原
市
の
小
奴
可
小
学
校
で
披
露
さ
れ

た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
回
開
催
し
た
文
化
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
さ
ら
に
広

が
り
が
続
い
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ

に
「
生
涯
学
習
」
で
す
。 

 

イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
た
油
木
協
働
支
援

セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、 

う
れ
し
い
出
来
事
と 

な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
い 

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
き 

っ
か
け
と
な
り
、
驚 

き
の
連
鎖
が
続
く
こ 

と
を
期
待
し
て
い
ま 

す
。 
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油木小学校４年生児童が、「トマトせんにんた 

すけだせ」「わくくんごんげん山にのぼる」と 

いう絵本を制作しました。 

神石高原町のキャラクター「４仙人」をテーマ 

にした作品です。 
 

 エスタチオン 

右
記
Ｃ
Ｄ
／
絵
本
の
お
問
い
合
わ
せ
は
「
天
徳
寺
」、
上
記
絵

本
の
お
問
い
合
わ
せ
は
「
油
木
小
学
校
」
へ
お
願
い
し
ま
す
。 

 

大人が生涯学習を始める３つのメリット 

１ 人間として成長できる。 

２ 人脈が広がる。 

３ 視野や考え方が広まる。 

そして、 

その成果を適切に生かすことの 

できる社会の実現が重要です。 

 

 

３
月
５
日
（
土
）、
油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
「
広
島
県
生
涯
学
習
研
究
実
践
交
流

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
町
内
の
「
社
会
教
育
委
員
」「
公
民
館

運
営
審
議
会
委
員
」
の
方
々
が
出
席
さ
れ
、
ウ

ェ
ブ
会
議
で
他
市
町
の
取
り
組
み
事
例
を
通
じ

て
の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

交
流
会
終
了
後
は
、「
に
し
か
わ
化
石
館
」
へ

移
動
し
て
視
察
も
し
て
い
た
だ
き
し
た
。 

常
々
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
よ
う
に
、
油
木
協

働
支
援
セ
ン
タ
ー
は
「
に
し
か
わ
化
石
館
」
を

「
神
石
高
原
町
の
宝
」
と
捉
え
て
い
ま
す
。 

今
回
の
研
修
・
視
察
を
通
じ
て
、「
生
涯
学

習
・
社
会
教
育
の
充
実
」
に
つ
い
て
、
関
係
各

位
と
の
パ
イ
プ
（
橋
渡
し
）
的
役
割
を
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

折鶴に必要な「折り紙等」は、油木協働支援

センターに準備しています。ご連絡ください。 
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３
月
２６
日
（
土
）、
化
石
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
初
め
て
の
町
外
出
前
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
企
画
は
、
府
中
市
国
府
公
民
館
の
小
学
生
向
講
座

の
一
環
で
計
画
さ
れ
、
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
実
現
し
た

も
の
で
す
。 

 

講
座
当
日
は
、
国
府
小
学
校
児
童
２３
名
が
参
加
し
、
化

石
に
つ
い
て
の
学
習
や
体
験
活
動
（
レ
プ
リ
カ
作
成
・
発

掘
体
験
）
を
行
い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
１
～
４
年
生
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
事
前 

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
「
化
石
」
に
つ
い
て
調
べ
て
い 

た
児
童
も
お
り
、
活
発
な
発
言
が
で
き
て
い
ま
し
た
。 

 

体
験
活
動
と
と
も
に
、
講
義
で
は
３
億
年
前
の
府
中
市 

の
様
子
を
学
ん
だ
り
と
、
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
し
た
が

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。 

         

 

３
月
１７
日
（
木
）、「
大
人
の
化
石
教
室
」 

を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
企
画
は
、
「
故
西
川
功
氏
の
こ
と
・
化
石
館
の
こ

と
・
学
術
的
専
門
的
な
こ
と
等
」
を
一
般
の
方
に
も
理
解

共
有
し
て
い
た
だ
き
、
「
化
石
」
を
通
じ
て
「
地
域
資
源 

を
発
掘
・
継
承
・
活
用
し
、 

地
域
の
活
性
化
を
図
る
。」 

「
地
域
資
源
を
生
涯
学
習
に 

活
用
す
る
。」「
資
源
の
魅
力 

化
に
よ
る
地
域
価
値
の
向
上 

を
図
る
。」
こ
と
を
目
的
と 

し
て
開
催
し
ま
し
た
。 

 

初
め
て
の
教
室
開
催
と
な 

り
ま
し
た
が
、
当
日
は
町
外 

か
ら
も
参
加
い
た
だ
き
、
中 

身
の
濃
い
内
容
と
な
り
ま
し 

た
。 

 

令
和
４
年
度
も
今
回
の
よ 

う
な
大
人
の
企
画
を
通
じ
て
、 

「
に
し
か
わ
化
石
館
」
の
文 

化
的
価
値
が
さ
ら
に
高
ま
り
、 

広
く
内
外
に
周
知
さ
れ
る
こ 

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

神
石
高
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
・
い
ち
ば
会
の
ご
厚
意
に

よ
り
、「
に
し
か
わ
化
石
館
案

内
看
板
」
を
設
置
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感

謝
し
ま
す
。 

 

 

３
月
４
日
（
金
）、
豊
松
小
学
校
６
年
生
（
４
名
） 

が
理
科
の
学
習
で
来
館
し
ま
し
た
。 

 

館
内
の
展
示
物
の
多
さ
に
驚
い
た
り
、
実
際
に
化
石
発
掘
体
験
を
し
た

り
と
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。 

 

 

「
自
分
で
石
を
割
っ
て
、
実
際
に
化
石
を
見
つ
け
ら
れ
た
の
で
よ
か 

っ
た
で
す
。」
等
、 

本
物
に
触
れ
る
学
習 

が
で
き
た
こ
と
を
よ 

ろ
こ
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

発
掘
し
た
化
石
は 

大
事
に
持
ち
帰
り
ま 

し
た
。 

 

い
ろ
い
ろ
な
発
見 

が
で
き
た
よ
う
で
す
。 

 

地域おこし協力隊として活動していただいた、尾森武尊さんが３年間の任期を終えました。 

振り返れば、この３年間に故西川功氏が遺された７、０００点もの化石・鉱石類の整理や調

査等を中心に、「にしかわ化石館」開館にあたり、「化石魅力化プロジェクトリーダー」として

尽力していただきました。ありがとうございました。 

「にしかわ化石館」が「神石高原町の宝・生涯学習/社会教育の拠点」として、さらに実績

を積み重ねていかなければならない令和４年度スタートにあたり、とても残念でなりません。 

今後は、後方支援という間接的な形となりますが、これからもよろしくお願いします。 

 

 

子どもたちは、家庭は「家族みんなが楽しく過ごす場所」であることを

望んでいます。家族が意識的に協力し合い、子どもにとって心安らぐ居

場所になっているかどうか、家庭生活を見つめ直し、安らぎのある楽し

い家庭をつくりましょう。 

 

○親の笑顔が子どもの笑顔をつくる 

  親のイライラは子どもにも伝わ 

っていくものです。 

大変な子育てだからこそ、自分 

の時間をつくり、心を健康に保 

つことが大切です。リフレッシ 

ュする時間をつくりましょう。 

○子育ては家族みんなで 

  子育ての主体は、父親と母親の 

  双方です。共に親として成長し 

ていく必要があります。 

  家族がお互いのことを思いやり 

  家事や育児を分担・協力し合う 

  ことが大切です。 

○親子のコミュニケーションが大切 

  夫婦の間、親子の間での会話を 

  増やしていくことが、家庭づく 

  りのすべての基礎になります。 

 

 

 

 

 

家庭はすべての教育の原点であり、 

愛情による絆で結ばれた場であり、 

常に、子どもの心のよりどころとなるもの（ところ）です。  

 

「
に
し
か
わ
化
石
館
」
は
「
実
物
」
に
触
れ
て
学
習
す

る
こ
と
が
で
き
る
施
設
で
す
。 

１０
月
の
開
館
以
来
多
く
の
来
館
者
に
「
満
足
」
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。 

確
か
に
他
市
町
の
「
社
会
教
育
施
設
」
と
比
べ
る
と
物

足
り
な
い
部
分
も
多
い
の
が
現
状
で
す
。
今
後
は
施
設
・

設
備
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
他
市
町
と
肩
を
並
べ
ら
れ
る

「
神
石
高
原
町
の
社
会
教
育
施
設
」
と
な
る
よ
う
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

令
和
４
年
度
も
「
に
し
か
わ
化
石
館
」
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 

 

○一人で悩まず、前向きに子育てを 

  様々な悩みなどは、親や友人の 

  協力を得たり、地域の相談窓口 

  や育児サークルといった、子育 

  てを応援・サポートしてくれる 

  システムなどを積極的に活用し 

  ましょう。 

 

－安らぎのある楽しい家庭をつくるために－（参考：鹿児島県教育委員会社会教育課「かごしま家庭教育ナビ」） 

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

                                    

                                  

                                  

                                  

                                  

                                   ☆地域で子どもを見守り育てましょう（油木協働支援センター） 

 

 

 

 

 

 

親
子
の
会
話
を
増
や
し
深
め

る
機
会
と
し
て
読
書
を
活
用

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。 

にしかわ前 

 

百彩館前交差点 


